
創
立
大
会
の
言
葉

今
春
の
林
総
長
の
死
去
を
機
と
し
て
、
わ
が
中
央
大
学
は
未
曾
有
の
重
要
問
題
に
当
面

し
て
お
り
ま
す
。
去
る
七
月
に
は
総
長
選
任
問
題
討
議
の
た
め
の
劃
期
的
な
連
合
教
授
会

、

、

、

、

が
開
催
さ
れ

つ
づ
い
て
新
総
長
の
就
任
と
な
り

そ
の
後

夏
休
を
終
り
九
月
に
至
り

新
学
長
の
任
命
と
な
り
ま
し
た
。
し
か
る
に
最
近
、
学
部
長
会
議
、
入
学
試
験
制
度
、
大

学
院
組
織
、
基
本
規
定
の
改
正
委
員
会
、
給
与
の
改
善
等
に
つ
い
て
の
諸
施
策
が
矢
継
ぎ

早
に
実
施
さ
れ
、
近
く
教
員
の
服
務
規
程
等
の
新
設
も
行
わ
れ
る
や
の
新
聞
報
道
も
あ
る

次
第
で
あ
り
ま
す
。
こ
れ
ら
の
諸
施
策
は
、
い
う
ま
で
も
な
く
わ
れ
わ
れ
教
員
の
教
育
、

研
究
生
活
等
に
つ
い
て
直
接
た
る
と
、
間
接
た
る
と
を
問
わ
ず
至
重
の
関
係
を
も
っ
て
お

り
ま
す
。
し
か
る
に
、
こ
れ
ら
の
諸
施
策
制
定
の
経
過
と
、
影
響
を
省
察
す
る
時
、
遺
憾

乍
ら
、
わ
れ
わ
れ
大
多
数
の
教
員
の
声
な
き
声
を
十
二
分
に
摂
取
し
、
こ
れ
を
反
映
し
た

も
の
と
は
考
え
ら
れ
な
い
点
が
あ
り
ま
す
。

こ
う
し
た
現
状
に
お
い
て
、
わ
れ
わ
れ
が
自
ら
安
ん
じ
て
教
育
と
研
究
に
専
念
し
、
も

っ
て
与
え
ら
れ
た
教
育
と
い
う
高
貴
な
使
命
を
遂
行
す
る
た
め
に
は
、
わ
れ
わ
れ
一
同
の

謙
虚
な
意
見
と
、
正
当
な
要
求
を
民
主
的
に
決
定
し
、
大
学
当
局
と
直
接
話
合
い
の
場
を

設
け
て
、
そ
れ
を
通
じ
て
中
央
大
学
の
民
主
的
な
発
展
に
貢
献
す
べ
き
義
務
と
責
任
が
あ

る
こ
と
を
痛
感
し
た
次
第
で
あ
り
ま
す
。

し
た
が
っ
て
、
わ
れ
わ
れ
は
大
学
の
人
事
に
干
渉
し
た
り
、
教
授
会
の
権
限
を
お
か
し

た
り
、
一
党
一
派
に
偏
し
た
行
動
を
す
る
こ
と
を
厳
に
慎
む
も
の
で
あ
り
ま
す
。
こ
れ
を

要
す
る
に
わ
れ
わ
れ
は
、
身
分
や
生
活
等
に
つ
い
て
後
顧
の
憂
い
な
く
、
学
生
の
教
育
と

研
究
に
専
念
し
、
そ
れ
を
通
じ
て
中
央
大
学
の
民
主
的
発
展
を
念
願
す
る
の
み
で
あ
り
ま

す
。
こ
れ
が
た
め
の
具
体
的
な
施
策
と
し
て
、
当
面
、
考
え
ら
れ
る
こ
と
は
、
た
と
え
ば

教
員
と
し
て
の
身
分
の
安
定
、
昇
進
の
合
理
化
、
教
育
・
研
究
施
設
の
充
実
、
年
金
制
度

の
創
設
、
退
職
金
の
改
善
等
で
あ
り
ま
す
。
こ
う
し
た
施
策
に
よ
る
教
員
の
経
済
的
地
位

の
安
定
こ
そ
、
充
実
し
た
教
育
と
研
究
の
発
展
の
た
め
の
基
礎
的
な
条
件
で
あ
り
、
わ
が

中
央
大
学
教
員
組
合
設
立
の
究
極
の
目
的
も
ま
た
こ
こ
に
あ
り
ま
す
。

願
わ
く
ば
、
大
学
当
局
、
学
生
、
職
員
諸
君
の
心
か
ら
の
御
援
助
を
期
待
す
る
も
の
で

あ
り
ま
す
。

一
九
五
八
年
一
二
月
二
五
日

中
央
大
学
教
員
組
合
創
立
大
会
一
同
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行一一船叙昌派Ⅲ伽人口の郷拠ル化
服
－
１
委
員
長
族
穆
ｌ

中
Ｍ
村
武

犯一一私ども中芙髻喜任譽と－て傾く者には寄組言いう近
・
剛
恵
瀞
蝋
霧
議
一
篭
撰
漸
識

》嚇繍
遡一魯熱鯏州・言巫酊臺
献一｛騨織卦織坪砺雛縦鵬繍蝋
仲一一譲震駕蕊瀦一『詳葦量襄）

総
灘
へ
添
一
轍

お
同
国
に
増
大
し
っ
穂
あ
る
．
一
百
一
力
を
も
つ
こ
と
に
な
る
。
こ
れ
だ
け
一
一
一

二晋現在で加入者霊一一六一一詑打艫繍川憧臘附Ⅲ一一
量
昊
で
お
乢
庇
に
蟇
誓
一

盾
と
旦
那
一
一

総
数
の
ほ
ざ
皿
分
の
一
一
Ｅ
達
し
て
い
―
い
・

鑿
羨
霊
…
襄
二
１
１
．

一
ぱ
い
と
考
え
ま
す
。

“
私
は
い
き
芒
一
、
賢
明
ご
大
専
当
局

Ｌ艸上
一考および同一憶諸先史にむかい、
一
組
台
の
水
漬
や
機
能
そ
の
限
界
廷
と

一
く
ｕ
要
は
な
い
と
思
い
き
す
域
ご

武
一
訂
轤
鮴
露
悩
霊
呵
藷
》
鰄

一
智
を
期
待
し
て
や
乱
ま
せ
ん
。
大
尊

に
は
労
灯
組
合
と
い
つ
Ⅲ
一
放
冒
組
合
の
設
立
を
計
り
き
た
「
一
肌

択
岻
要
で
あ
り
．
し
だ
が
一
に
加
入
し
に
ら
教
の
懲
員
は
一
党

の
奉
業
所
に
お
い
て
は
自
一
一
派
の
排
喜
擁
護
を
目
指
し
杉
乢

肌
欣
釜
生
を
み
る
こ
と
は
一
敬
授
会
の
収
限
を
黙
視
す
る
よ
う
好

Ｕ
、
歴
史
上
の
華
実
で
あ
一
二
ｚ
は
．
夢
想
置
に
も
し
な
い
前
乙

「
一
の
歴
史
の
帖
然
、
五
代
一
あ
る
こ
と
を
「
て
に
厳
粛
に
断
言
し

蔵
を
理
解
し
ぱ
い
で
組
一
ま
ず
。

》躍繩曲寵酎鶏一遍肋川獣如露軒川棚蕊
ブ
ー
ム
の
夢
Ｆ
ふ
け
り
、
一
は
か
り
、
併
せ
て
浮
舅
お
よ
び
評
議

駐
蒄
か
一
Ｐ
さ
め
乏
肌
な
い
一
員
の
理
解
の
下
に
相
携
え
て
愛
す

わ
り
ま
す
．
現
代
社
会
に
一
る
ぎ
生
諸
蔓
の
教
育
お
よ
び
尊
術
の

Ｕ
し
こ
の
よ
う
芯
占
い
恵
一
研
亮
に
従
事
し
、
中
央
大
き
の
発
展

と
労
椥
関
係
二
王
従
関
係
一
を
山
か
－
，
念
願
拷
筌
し
て
い
る
、
純

騨璽郡帆駅鰍蕊一鱸聰の念に燃え墓徒墓り
ょ
う
ビ
試
み
。
近
代
人
の
一
ｂ
だ
く
し
は
重
ね
て
申
し
上
げ
ま

卿
意
識
寺
に
は
感
覚
あ
う
一
す
．
全
放
量
諸
先
崔
は
進
ん
で
組
合

灘輸嚇蕊『聯蕊燃潔

キ
旧
剰
到
伴
い
羽
川
鈩
測
比
口

才
一
回
執
行
姿
員
会

十
一
一
月
一
一
十
七
日

Ⅲ
加
入
者
に
尼
い
し
ア
ン
Ｔ
ｌ
卜

乏
発
し
組
合
活
動
厄
に
口
す
る

意
見
多
乗
め
う
二
と
。

氷
加
入
者
に
だ
い
し
加
入
勧
誘

の
要
請
書
（
ア
ン
Ｔ
ｌ
卜
を
含

む
）
を
出
す
こ
と
。

②
組
合
事
務
所
丘
で
芝
る
償
け
早

く
獲
得
す
る
よ
う
努
め
る
「
三

組
合
書
記
一
名
を
五
千
円
～
六

千
円
の
範
囲
内
で
雇
い
い
肌
る

こ
と
。

③
各
専
内
部
ぺ
の
執
行
委
員
の
割

当
。

渉
外
調
査
部
矢
島
・
谷
長
・

桑
田
・

組
織
対
策
邦
桑
田
・
小
川
，

岩
尾
・
吉
久
・

安
川
・

文
化
厚
生
部
升
エ
・
園
池
・

妥
川
・

楕
報
宣
伍
詔
水
川
，
小
川
・

君
尾
・
園
池
・

谷
長
・

例
一
月
十
五
日
現
狂
の
組
合
員
乙

代
議
員
選
出
を
行
う
よ
う
に
努

め
る
二
Ｚ
。

⑤
総
長
・
学
長
を
は
じ
め
遡
逝
事

に
会
見
し
て
、
組
合
緒
成
の
趣

旨
を
伝
え
る
「
一
と
。
谷
評
議
員

に
は
Ｘ
書
を
も
っ
て
右
の
趣
旨

を
伝
え
る
こ
と
・

彪
員
組
合
と
皀
冶
会
に
ロ
組
合

桔
成
の
旨
を
か
ん
だ
ん
厄
通
知

す
る
二
苓

汁
一
一
回
執
行
賓
員
会

一
月
十
日

Ⅲ
一
月
十
日
現
在
の
加
入
状
況
の

報
告
。

今
後
全
力
を
超
け
て
加
入
促
進

方
に
努
め
る
「
一
と
。

③
室
冒
面
の
呼
出
し
に
よ
る
甑
長
と

の
懇
談
に
芒
い
し
て
は
，
粗
会

乢
馴
狩
川
丞
昌
国
家
△
玉蕊
鱗庵し杉）。②昼両部自冶会より「芽灯両一

・
・
運
に
つ
い
て
の
懇
談
の
ど
願
い
Ｌ
一

一
洲
薫
電
墹
鶏
一

一
…
菫
鬘
三
一

一
め
義
壜
し
ぱ
い
二
と
．
こ
り
一

一
旨
蓄
記
長
ｚ
警
記
次
長
Ⅲ
口
頭
一

一
で
伝
え
る
こ
と
。

一
山
十
一
一
月
虎
な
の
霊
状
況
曇
一

一
驍
警
加
入
勧
誘
篝
碧
一

一
「
）
と
。

一
綴
Ⅷ
齢
Ⅷ
船
遷
仙
繩
一

一
き
き
見
合
せ
る
「
Ｚ
。
》

一
⑥
中
大
敗
組
一
三
ｌ
ス
童
絡
行
寸
一

一
談
こ
ど
、
」
芝
の
割
当
篭
一

一
を
双
回
執
行
婆
蔓
晨
持
参
す
―

一
汗
画
回
教
行
委
員
会

一
ｍ
割
き
原
稿
の
謙
合
せ
ｚ
修
逗
一

一
記
事
の
曜
正
補
充
に
つ
い
て
の
一

一
誓
遅
．

一
②
ア
ル
バ
イ
ト
一
舌
を
五
千
円
で

一
雇
い
い
肌
る
こ
と
の
駅
誕
・

一
③
裏
側
へ
の
棗
な
団
藷
入

一
廷
代
讐
の
蓋
派
雲

一瀞難いや’
一
と
０
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